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■会議録 
【名 称】 

印西市景観まちづくり市民懇談会 

【日 付】 

H29.1.27（金） 

13:30～15:30 

【出席者（ 敬称略、順不同 ）】 

懇談会委員：五十嵐、村沢、飯田、山﨑、岡田、樋口、古俣、

陸門、笠井、下田、滋賀、吉田、金子（13名） 

作業部会委員：鈴木、佐藤、星野、櫻井、横尾、五十嵐、峰村、

野口、浅野、駒内、増田（11名） 

策定委員会委員：斎尾、石川、板橋、吉田、吉田（兼懇談会委員）、

下田（兼懇談会委員）、金子（兼懇談会委員） 

（7名（うち3名懇談会委員）） 

事 務 局：岩井、鈴木、篠原、吉田 

コンサルタント（ＬＡＵ）：吉岡、牧野 

【内 容】 

第6回市民懇談会・第3回策定委員会・ 

庁内作業部会合同会議 

【場所等】 

印西市役所 

附属棟2階 

24・25会議室 

 
 

【 目 的 】：（仮称）印西市景観まちづくり基本計画（素案）について説明するとともに、印西市が目

指す景観形成を具体的に推進するための景観形成の推進方策について意見をもらう。 

今回は、景観計画等策定委員会との合同会議として開催した。 

【内 容 ・結 果 】：（1）(仮称)印西市景観まちづくり基本計画(素案)について 

（2）ワークショップ 

良好な景観形成を進めるための「具体的な方策の意見出し」 

（3）連絡事項 

●次回懇談会は、4月の開催を予定しているので、日程が確定次第、各委員に連絡す

る。 

●次回策定委員会は、2月中旬に書類開催を行い、その後3月2日に会議を開催する

予定である。 

【配布資料 】：次第 

資料1：「（仮称）印西市景観まちづくり基本計画（素案）」 

資料2：「ワークショップのテーマと進め方」 

資料3：「工程表」 

補足資料1：ワークショップ意見交換のルール 

補足資料2：意見記入シート  

 

 

 

※新たな市民懇談会委員として、飯田委員、小名木委員、陸門委員が委嘱されている。 

※別紙次第のとおり進行 

（１）（仮称）印西市景観まちづくり基本計画（素案）について 

□ （仮称）印西市景観まちづくり基本計画（素案）について説明した。 

（２）ワークショップ 

□ 資料2『ワークショップのテーマと進め方』を用いて、良好な景観形成を進めるための「具体的な方策の意見出し」を行った。 

■ 各班の意見出しの内容について別紙に示す。 

 

●最後に、策定委員会副委員長の斎尾委員より講評を受けた。 

・かつて計画は、つくることが目的であったが、今はアクションが重要となっている。 

・まち歩きのような取り組みは、繰り返して実施するだけでなく、段階ごとにランクがあがるよう

な工夫があるとよいのではないか。 

（３）連絡事項 

●次回懇談会は4月の開催を予定しているので、日程が確定次第、各委員に連絡する。 

●次回策定委員会は、2月中旬に書類開催、その後3月2日に会議を開催予定。 
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以上 

▲ワークショップ意見出しの様子1（A班） 
 

▲ワークショップ意見出しの様子2（B班） 

▲ワークショップ意見出しの様子3（C班） 

▲ワークショップ代表者発表の様子3（C班） ▲ワークショップ代表者発表の様子2（B班） 

▲ワークショップ代表者発表の様子1（A班） 

▲ワークショップの各班台紙結果 

▲策定委員会の斎尾副委員長による講評 
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意見のまとめ 

項目 意見概要 

重点地区の候補 

●さと 

 亀成川の谷津田と

斜面林 

 師戸川谷津・斜面林 

 西方谷津 

 結縁寺谷津 

 小林～道作古墳に

至る散策路（谷津） 

 本埜の田園 

●水辺 

 亀成川、師戸川 

 印旛捷水路 

 印西ぶらり川めぐり周辺の充実

（柳など風情を感じさせるもの） 

 木下河岸 

 北沼船溜まり 

 西沼双子公園まわり 

 印旛沼、水辺 

●まち 

 各駅前 

 牧の原地区（ラーバ

ンコリドール） 

●歴史・文化

資源 

 道作古墳

群 

 巴塚の周

辺（今は近

くで見ても

景観になっ

ていないの

で、整備す

る） 

 社寺 

●国道464号沿道 

 NT中央駅～印西牧の原駅間 

 印西牧の原駅～印旛日本医大まで（主

に南側） 

 広域骨格景観軸 

 木刈小近く（雑草が問題） 

 良くも悪くも顔になる 

 北総線沿いの太陽光パネルが気になる

（まぶしさ、気温上昇） 

 沿道すべて 

 NT中央駅のイオンショッピングセンター 

 印西牧の原駅周辺の大型ショッピング

センター 

●道路軸 

 木下～NT、小林～NTの

間の道路景観 

 ３本の県道（主要地方道） 

 木下街道 

 

●業務施設 

 大塚のビジネスモール 

 泉地区の物流センター（緑がほし

い） 

●市民意見 

 市民アンケ

ートで重点地

区を決める 

●コスモス畑 

 牧の原公園（かつての密度を復活） 

 師戸寿会が主体で活動 

●その他 

 木下万葉公園からの眺望 

 第六天、松山下公園から見た田園

風景 

 木下万葉公園の眺望整備 

 昔からの地元地域 

 広域景観スポット 

 高台からの見晴らしのよい所 

 遠景が展望できるポイントの整備 

 気軽にまちの景観を確認できるところ 

啓
発
・
支
援
策 

●公開討論会・

勉強会・研究

会・まち歩き等 

 まち歩き・体験的活動 

 座学より現場 

 巡るバスの運行 

 スタンプラリー 

 イベントで印西を知ってもらう 

 市全体で体系的にコースを組む 

 ウォーキングマップを作成する 

 サイクリングコースの地図作成 

 穴場スポット 

 様々な主体がかかわるイベントを実施 

 サイクリング 

 貸自転車 

 サイクリングコースをつくりイベント実施（コース整備） 

 スタンプラリー 

 

 

 

 広報 

 神社仏閣などの格式の高いところを周知 

 祭礼の紹介 

 広報誌・HP活用（シリーズにする 総合的な HP） 

 よい景観を紹介 

 景観類型の典型を PR 

 パンフレット作成 

 モデル地区を設定し紹介する 

 オープンガーデンを紹介 

 新八景 

 印西百景をつくるために、アンケ

ートを行う 

 

 

 

 

 

 

 

●景観顕彰 

 表彰 

 敷地境界処理の良好な事例を表彰 

 伝統的建築物 

 印旛高校の 464号アダプトがよい 

 活動を表彰する 

 コンテスト 

 写真コンテスト 

 イルミネーションコンテスト（クリスマスイルミネーション） 

 牧の原のメタセコイアのイルミネーション 

 

 

 

 

●景観教育 

 写真展・写真集 

 すべてのよい景観を市民レベ

ルでの写真展を実施する 

 写真集を販売し、活動資金に

する 

 工作 

 道作古墳に学生による「はにわ」を制

作する 

 小中学生への教育 

 基本計画を地域学習の副読本にする（教育委員会と連携） 

 授業でまち歩き 

 歴史教育（教育委員会主体で） 

 学校のクラス単位で互いの地元の景観を見学し合い発表会を

行う 

 学校の花壇づくり活動 

 社会科学習（校外学習）、学外授業 

 子どもたちの景観学習、景観清掃 

 学校ごとに調べたものを発表・展示できる機会 

 まち歩き、学習、顕彰を総合連携（子どもたちによるマ

ップ作成とイベント） 

 勉強会 

 景観ワークショップ開催 

 景観まちづくり講演会開催 

 景観まちづくり出前出張講座開催 

 景観づくり講座開催 

●市民等への 

支援策 

 支援 

 地区やグループへの補助金 

 団体へ道具、倉庫の貸し出し支援 

 公共施設の部屋や器具の貸し出し（無料） 

 活動のネットワーク化による人員・人

材の支援（お金は NG） 

 団体に駅圏ごとの景観補助金を出す 

 アドバイザー 

 市民活動団体に対する情報提供やアドバイザーの派遣 

 市民・事業者の景観相談窓口の設置 

 

 

市
民
等
の
取
組
み 

●景観の育成・

維持管理と景観

パトロール 

 雑草・ゴミ対策、維持管理活動 

 空き家・空き地、不耕作地、里

山、道路、印西八景などの樹木

の手入れ、雑草整理 

 パトロール・維持管理活動を市と

町内会で行う 

 印西クリーン推進デー（実施済） 

 公園管理会社と市民の協力によるシンボルツリ

ーの維持管理 

 屋敷林、竹林の維持管理 

 市民による公共施設の維持管理 

 空き家や高齢者の家の樹木の管理への行政の

関与 

 荒れた樹林地や竹林の実態調査（行政の管理） 

 谷津田の耕作維持ボランティア 

 高齢化による１人世帯のバックアップ

の強化（地域住民、ＮＰＯ等） 

 地域住民と定期的な除草活動（子ど

もと一緒に） 

 田、畑、農道などをそれらしく管理す

る気風を高める 

 花植え 

 住宅地の花植え 

 各地区で植栽 

 企業・町内会等による沿道の

花植栽 

 河川の土手に河津桜を植栽

し里親制度をつくる 

 活動団体の交流 

 活動団体相互の情報交換（こん

な活動をやっていたという気づき） 

 資金の確保 

 朝市やフリーマーケットを企画

し、収益を活動資金とする 

 公共地での収益活動（公園で

カフェ等） 

 企業の CSRの資金を活用 

 

 景観モニター制度 

 定期的に市に報告 

 不適切な状況を把握し、市として

の対応を検討 

●市民等の体制

づくり 

 町内会 

 町内会で市全体をカバーする 

 事業者 

 事業者の積極的な活動（CSR）を促す 

 

 


